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研究報告Ⅱ                  ９．農山漁村・地域社会・都市 

- 47 - 
 

地域の人口減少とライフコース選択 
──岐阜県 X 町出身の若者の生活史から── 

京都大学 水野遼太郎 

本報告は、人口が減少している地域で生まれ育った若者の生活史の分析を通して、

地域の人口減少という経験が若者のライフコース選択に与える影響について考察

するものである。 

「過疎」「限界集落」「地方消滅」といった言葉に象徴されるように、日本のいわ

ゆる「地方」では、人口減少・少子高齢化とそれに起因する様々な問題に対して警

鐘が鳴らされ続けている。轡田竜蔵（2017）は、「地方」の中でも人口 30 万人以上

の都市雇用圏（地方中枢拠点都市圏）は人口を維持している一方で、それ以外の部

分（条件不利地域圏）では、人口減少や社会基盤の弱体化が著しいと指摘する。「地

方」の諸問題の解決のためには、このような「地方」の中の差異、特に条件不利地

域圏の実態に注目する必要があるだろう。 

本報告では、このような条件不利地域圏、特に「人口が減少している地域」で生

まれ育った若者の経験に着目する。彼らは、第 1 にその地域の存続を担う次世代で

ある点において、第 2 に地域の人口減少・衰退という日本で将来的に増加すると考

えられる問題の先駆的な例である点において、注視すべき存在であると言えよう。 

そこで、本報告では「人口が減少している地域の中で生まれ育つ」という歴史的・

時間的な経験が彼らの人生の中で意味づけられ、進学・就職等のライフコース上の

選択と結びついていくその様相を明らかにするために、岐阜県 X 町出身の 20 代男

女（現在の居住地は問わない）の生活史を取り上げる。X 町は、90 年代のグローバ

ル化の波の中で地場産業が全盛期の１割程度の規模にまで縮小し、少子化により

2010 年代には町唯一の公立中学校が廃校となった。X 町の現在の人口は 3000 人

を切り、高齢化率は 45％を超えている。 

このような地域で生まれ育つという経験は、単に一時点での地理的な不利さに留

まらず、将来的な見通しの問題として彼らの人生に作用する。親から将来について

の明示的な強制を受けないことによって、その選択は（町から出るにせよ戻るにせ

よ）子どもが自ら決定し選び取るべきものとなる。しかし、地域の人口減少の最中

で育った彼らにとって、人口減少は「仕方のない」「運命」めいたものとして理解

され、彼らのライフコース選択に組み込まれることになる。 

本報告では、彼らがこのような選択の際に理由として語るもの————町から出て視

野を広げること・町への愛着・衰退に対する諦念・家族としての責任など————を町

の歴史・構造的な文脈に位置付けることを通して、その選択をめぐる葛藤の背後に

ある価値観の対立や構造的背景について考察を行う。 
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